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質量分析インテリジェンスが 
可能性を発見
7000E トリプル四重極 GC/MS
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アジレントは、50 年以上にわたり GC および GC/MS をリードしてきました。アジレントの質量分析
におけるリーダーシップの物語は、1938 年のヒューレット・パッカード（HP）設立にまで遡ります。
あらゆる段階において、お客様のゴールはアジレントのゴールでもあります。すなわち、お客様が
求める機器の操作性の向上、ラボの効率化、ビジネスの成功、これらを実現することがアジレント
の目標です。 

HP/アジレントの GC、GC/MS の歴史

1994 年

GCD

ガスクロマトグラフィー /質量分析の利用
拡大を背景に、使い勝手をメインに開発
されたモデル。 

2005 年

5975 GC/MSD

5975 GC/MSD では質量範囲がさらに 
1050 m/z にまで拡張され、1 pg OFN、
100:1 の感度 S/N 比が実現。 

1976

5992A ベンチトップ GC/MS

従来の床置き型の GC/MS システムを進化させ、
初めてベンチトップ型を導入した画期的な GC/
MS。

1996 年

5973 GC/MSD

5973 では質量範囲が拡張され、感度が
向上。MSD ChemStation とローカルコン
トロールパネルにより、1 台の PC で 2 シス
テムの GC/MSD を制御可能に。

1971 年 

5930A 卓上型 MS

オシロスコープと帯状記録紙（ストリップチャート）
付きの、初の HP 製 GC/MS が登場

1982 年

5970 MS

長年にわたりシリーズ化され、アジレントの代表
的な製品となる GC/MS 機器の最初期モデル。
初期の床置き型モデルと同等の質量範囲、およ
び初期のベンチトップ型モデルと同等の感度を
実現。

1988 年

Unix および DOS ChemStation

Unix ChemStation は Pascal ワーク
ステーションの後継機種。Agilent DOS ChemSstation は低コスト
の PC と洗練されたオペレーティングシステムを搭載し、汎用の
コンピューティングプラットフォームに近い機能を実現。

1996 年

石英金メッキ双曲面四重極

業界唯一の石英製の金メッキ双曲面四重
極により、感度、性能、スペクトル、同位
体比が向上。

2007

MassHunter ソフトウェア

機器のメソッド設定、データ解析、レポート
作成など GC/MS 分析を強力かつ日常的
なものに。
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2012

7200 GC/Q-TOF

複雑なサンプルの化合物同定に最適なツー
ル。高分解能精密質量による GC/MS 分析
を実現。

2009 年

7000A トリプル四重極 GC/MS

アジレントの GC/MS システムで初めて導
入された GC/MS/MS 機能により、選択性
と感度の向上を実現。

2012

取り外し式イオン源

リムーバブルイオン源（RIS）により、アジレン
トの 7200 GC/Q-TOF で大気開放なしの EI 
および CI イオン源交換を実現。

2013

5977A GC/MSD

エクストラクタ EI イオン源の導入により、感度と温度プロファイル
を向上。7890B GC と MSD の直接通信も可能に。

2016

7010B トリプル四重極 GC/MS

超高感度イオン源や JetClean イオン源、dMRM 
取り込みに対応し、実績ある優れた性能がさらに
向上。

2017 

7250 GC/Q-TOF

高分解能と高ダイナミックレンジを同
時に実現し、前モデルの 7200 GC/
Q-TOF の高分解能精密質量ワーク
フローを強化および拡張。

2022 

5977C

分析性能と技術が向上し、機器の稼働
時間が最大化。水素をキャリアガスとし
て用いる新しい HydroInert イオン源に
より、性能が向上。 

2024 

7010D

新しい HES 2.0 イオン源技術が稼動時
間を最大化しながら、検出下限を業界
トップレベルまで引き下げます。

2019

QuickProbe GC/MS

サンプル前処理なしでリアルタイムでの直
接分析を求める法医学ラボを対象とした、
Agilent QuickProbe GC/MS システム。

2022

7000E と 7010C

Agilent 7000E および 7010C GC/TQ では
機器インテリジェンスが拡張され、新しい取
り込みモードと優れた自己診断が可能に。
7000E は Agilent HydroInert イオン源にも
対応。

2015

5977B GC/MSD と 
超高感度イオン源

超微量レベルのアプリケーションにおいて、
比類のない感度と究極の運用効率を実現。

H2

2017

JetClean セルフクリーニングイオン源

イオン源のクリーニングの手間を大幅に軽
減し、シングルおよびトリプル四重極 GC/
MS システムの生産性が向上。 
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ターンアラウンドタイムはラボの評価に極めて重要です。しかし、機器の
ダウンタイム、サンプル再分析、データ確認など、新たな生産性の課題
が常に生じています。Agilent 7000E トリプル四重極 GC/MS（GC/TQ）
システムは、これらの課題に応える技術を搭載しています。7000E 
GC/TQ は、毎日信頼性の高い安定した性能を実現し、卓越した感度
とダイナミックレンジを提供することにより、幅広いターゲットおよび
ノンターゲットワークフローをサポートします。ラボの生産性を大幅に
高める新技術が採用されており、ラボを最適な状態で運用することが
できます。

事業目標の達成を支える設計 
Agilent 7000E GC/TQ
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競争力を維持する質量分析の性能

7000E：堅牢性と再現性

イナートプラスエクストラクタ EI イオン源は、化学的
に活性な化合物でも安定した結果をもたらします。
ルーチン分析を行うラボの幅広いアプリケーション
に対応します。 

QuEChERS 抽出に続き、20 ppb で Captiva EMR-HCF クリーンアップを行い調製されたホウレン
ソウ抽出物にスパイクした農薬のピーク面積レスポンスは、7000E GC/TQ で分析した際に、700 回の
注入において安定していることが示されました。分析時間は 10 分でした。実施したメンテナンスは、
注入 100 回ごとの GC ライナおよびセプタムの交換だけでした。7000E GC/TQ は長期にわたり
優れたレスポンス安定性と再現性を示しました。

700 回の注入において ISTD で正規化されたピーク面積

•  BHC-アルファ（ベンゼン
ヘキサクロリド）、8 %

•  ブロモホスエチル、10 %

•  フルキンコナゾール、 
13 %

•  β-BHC、9 %
•  プロチオホス、10 %

•  メタラキシル、10 %
•  アトラジン、11 %
•  ブピリメート、11 %

• ピリミホスメチル、9 %
• クロルチオホス、11 %
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新しい Agilent 7000E トリプル四重極 GC/MS に組み込まれたインテリジェント技術は、機器のダウンタイムを低減して、分析時間を改善し、
分析ラボの生産性を大幅に高めます。 

インテリジェンス機能で生産性が格段に向上 

勘に頼ることなく、最高の性能を実現 
GC/TQ の質量分析計のパラメータを微調整して性能を最適化
するのは容易ではなく、時間がかかります。7000E GC/TQ なら、
完全自動化された画期的な高速 SWARM オートチューンアル
ゴリズムにより、勘に頼ることなく最高の機器性能を得ることが
可能です。

エンドツーエンドのインテリジェントな診断機能 
各チューン前に 360˚ のシステム準備チェックが実行され、ユー
ザーが使用する際に機器が確実に稼働可能な状態になります。
詳細なシステムスクリーニングとシステム評価プロセスに加え、
GC の自己診断機能が便利な診断およびメンテナンスツールを
提供します。例えば、セルフガイド式のメンテナンス手順に従って、
一般的なメンテナンス手順を正しい順序で実行し、モバイルデ
バイスによってどこからでも確認することができます。

稼働時間を最大化、ダウンタイムを予測 
機器に関する想定外の問題と、それに伴うダウンタイムは、ラボ運用に大き
な混乱をもたらします。問題の原因がわからない場合は、さらに深刻です。
7000E GC/TQ は重要箇所をモニタリングし、アーリーメンテナンスフィード
バック機能により、システムの全体的な状態をリアルタイムで確認できます。 
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Agilent JetClean セルフクリーニングイオン源 

ルーチン分析中に GC/MS のイオン源にマトリックス堆積物が蓄積することは避けられません。
イオン源のメンテナンスでは、イオン源を取り外してレンズを研磨洗浄した後、イオン源を元ど
おりに戻す必要があります。Agilent JetClean セルフクリーニングイオン源を使用すると、手作業
でのイオン源クリーニングの必要性が大幅に低減され、機器の稼働時間とサンプルスループット
を最大限に高めることができ、1 か月あたりの装置稼働時間を 1～ 2 日増やすことが可能です。
JetClean は Agilent シングル四重極およびトリプル四重極 GC/MS システムに、オプション
または後付けのアクセサリとしてご提供いたします。

JetClean セルフクリーニングイオン源に関する詳細はこちらをご覧ください

石英金メッキ双曲面四重極
アジレント独自の金メッキ一体型石英四重極は理想的な双極面を持ち、物理的な安定性に優れ
ています。最大 200 ℃まで焼きだすこともできる四重極は、表面を清浄に保つことができ、メン
テナンスも不要です。

収益性を高めるイノベーション 
スループット、稼働時間、効率、運用コスト

どのような業界においても、これらは収益性に影響を及ぼす基本的な要因です。リソースが削減され、分析上
の課題が増大しても、ますます多くのサンプルを分析しなければならないというプレッシャーとラボは常に向き
合っています。ラボのすべての作業が利益に直結する要因となります。すべての機器を活用する必要があります。
すべてのサンプルが重要です。

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005604
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キャピラリ・フロー・テクノロジー
多くの GC および GC/MS 分析は、高沸点化合物を含む複雑なサンプルが分析されます。すべて
の対象ピークが溶出された後、Agilent キャピラリ・フロー・テクノロジーによりカラムをバック
フラッシュすることで、残留成分を MS とは反対方向に追い出すことが可能です。これにより、
サイクル時間の短縮、カラムメンテナンスの必要性の低減、より質の高いデータ、生産性の向上
などのメリットが得られます。

Agilent キャピラリ・フロー・テクノロジーについては、こちらをご覧ください

Agilent IDP-10 ドライスクロールポンプ 
Agilent IDP-10 ドライスクロールポンプは、リモート速度制御機能を備えた、オイルフリーで静音
性に優れたコンパクトな隔離型の真空ポンプです。インバーター駆動のモーターによって、世界
各国の周波数および入力電圧で同一の真空性能を可能にします。
IDP ポンプはシングルサイドスクロール設計を採用しており、シンプルなツールを用いて 15 分で
メンテナンスを実施できます。7000 シリーズおよび 7010 シリーズ GC/TQ システム、水素キャ
リアガス、および JetClean に対応しています。

Agilent IDP-10 ドライスクロールポンプについては、こちらをご覧ください

リテンションタイムロッキング（RTL） 
柔軟で使いやすい RTL のツールは、ルーチンで行われるカラムのメンテナンス後の予測リテン
ションタイムの更新時の手間を減らし、作業時間を短縮することができます。また、同じラボ内や、
ラボネットワーク全体の複数の GC システムで同じ GC メソッドを実行している場合は、RTL に
よって同じリテンションタイムを設定できます。その結果、簡単にデータを比較でき、品質管理の
チェックを簡素化することが可能です。

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=7080
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004388
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HydroInert イオン源：水素キャリアガスによる効率の最大化

水素キャリアガスの使用に伴う GC/MS の課題を克服
ヘリウムは有限の資源であり、複雑な製造プロセスであるため、高コストです。低コストで
再生可能な水素は、ヘリウムに代わる最適なガスとなります。新しい HydroInert イオン源は、
水素ガスを用いる場合の感度の低下とスペクトルの変化を抑制します。HydroInert には
次のようなユニークな利点があります。

 – 水素化の影響を受けやすい化合物であっても、信頼性の高いスペクトル

 – 特に PAH など、高沸点化合物の優れたピーク形状

 – イオン源の部品は従来と変わらず、これまでと同じ組み立て手順

EPA メソッド 8270 SVOC 分析：MRM モードで水素キャリアを用いた 
50 ppm スタンダード

7000E に HydroInert イオン源を取り付け、水素をキャリアガスとして用いて、U.S. EPA 8270 SVOC 混合溶液を分析しました。ヘリウムキャリアガスと比較して
ピーク形状が向上し、分析時間が 5.8 分に短縮されました。

水素キャリアガスへ切り替える際の安全上の注意点 

可燃性への懸念から、水素を扱う際には安全対策が最も重要な検討事項となります。安全性について詳しくは、GC/MS 向けアジレント水素
安全マニュアル（ドキュメント番号 G7003-90053）を参照してください。水素キャリアガスに接続して使用する前に、安全マニュアル全体に
目を通して理解する必要があります。

0

100%
+EI TIC MRM (** -> **) cal_50ppm.D 

Counts vs. Acquisition Time (min)
0.8 1 1.2 1.4 1.6 1.8 2 2.2 2.4 2.6 2.8 3 3.2 3.4 3.6 3.8 4 4.2 4.4 4.6 4.8 5

「ヘリウム不足が常態化しつつあるため、
水素は He に代わる優れたキャリアガス
となるでしょう」

–  Bill Mock 氏 
Innovation Laboratory 
Pace Analytical Services マネージャー

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/user-manual-gcms-hydrogen-safety-g7003-90053-en-agilent.pdf
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インソース反応と水素化の影響を受けやすい化合物、ニトロベンゼンの分析

GC/MS キャリアガスの節約や切り替えに役立つ
情報源

GC/MS のキャリアガスを水素へ切り替える際に役に
立つリンクをご紹介します。

ヘリウム供給不足の問題に対応

GC 分析用のヘリウムキャリアガスについて、価格の
変動や供給不足に対応する方法を説明します。 

キャリアガス切り替えコスト節約カリキュレータ 

アジレントのガスセーバにより、窒素スタンバイを使用
した場合と使用しない場合で、どの程度コストを削減
できるかをご確認いただけます。 

キャリアガス切り替えスイッチ 

ヘリウムの使用量を管理することで、リスクに対応する
ことができます。

Agilent EI GC/MS 機器でのヘリウムから水素
キャリアガスへの切り替えに関するユーザーガイド 
（英語）

Agilent EI GC/MS システムにおけるヘリウムから水素
キャリアガスへの切り替えについて詳しく説明します。 

HydroInert イオン源を用いて水素キャリアガスで測定を行うことで、スペクトル信頼性、分離能、ピーク形状が大幅に改善します。
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エクストラクタイオン源（3 mm エクストラクタレンズ）の場合、アバンダンスの高い 
m/z 93 イオンでアニリンへの水素化が観測されました。 

m/z 123 の優れた比率を示し、スペクトル信頼性が改善しました。

HydroInert イオン源 
水素キャリア

従来の EI イオン源 
水素キャリア

Agilent HydroInert イオン源

アバンダンスの高い m/z 93 イオ
ンでアニリンへの水素化が観測
（典型的な現象）。

HydroInert イオン源は、ニトロ
ベンゼンと強い相関性を示す
の質量スペクトルが得られま
した。

0

Counts vs. Acquisition Time (min)
2.5 2.55 2.6 2.65 2.7 2.75 2.8 2.5 2.55 2.6 2.65 2.7 2.75 2.8

Counts vs. Acquisition Time (min)

100% 100%

0

HydroInert により
改善したピーク形状
と m/z 123 と 93 の 
イオン比

0

Counts vs. Acquisition Time (min)
2.5 2.55 2.6 2.65 2.7 2.75 2.8 2.5 2.55 2.6 2.65 2.7 2.75 2.8

Counts vs. Acquisition Time (min)

100% 100%

0

m/z 93 はアバンダンスが 
高く、テーリングしています 

従来の EI イオン源 
水素キャリア

HydroInert イオン源 
水素キャリア

https://www.agilent.com/en/product/software-informatics/mass-spectrometry-software
https://www.agilent.com/newsjp/presrel/fy2022/ca02_netzero.shtml
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007779
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/user-guide-coverting-ei-gcms-instruments-5994-2312en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/user-guide-coverting-ei-gcms-instruments-5994-2312en-agilent.pdf
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シングル四重極、トリプル四重極、Q-TOF など、あらゆる GC/MS アプリケーションに対応する MassHunter Acquisition 
13.0 をご紹介します。

 – 新しく効率的なリテンションタイムロッキングインタフェースにより、利便性が向上します。

 – Easy Sample Prep 機能によって、誘導体化、内部標準添加、段階希釈などの作業を行うための抽出、添加、加熱、
混合の自動化が簡単に行えるようになりました。

 – MassHunter ソフトウェアにより、オペレータの習熟度に関わらず信頼性の高い結果を得られます。

 – 使いやすいメソッドテンプレートで複数のアプリケーションをサポートします。

MassHunter Acquisition 13.0：
現代的でインテリジェント、使いやすいソフトウェア
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従来のデータ管理システムはエラーが発生しやすく、手間がかかります。
機器ごとにデータを個別に手動で管理する必要があるからです。アジ
レントとのパートナーシップにより素早くネットワーク化モデルへ移行
でき、次のメリットが得られます。

 – インタフェース：機器の統合によりデータの収集、整理、保護が容
易になります。

 – 効率：コラボレーションを通じて正しい情報を見つけ、すばやく回
答を得られます。また、機器とソフトウェアの更新の際に費用と時
間を節約できます。

 – セキュリティ：データ侵害やデータ損失のリスクを最小化しつつ、
データインテグリティ戦略を導入し、実行できます。

 – コンプライアンス：データセキュリティの確保とアクセスの制御を
行い、国内および EU の電子記録に関する規則を遵守します。

データ管理に対するアジレントの手法では、機器、データシステム、ラ
ボソフトウェアから生成されるデータへのシングルポイントアクセスを
提供します。さらに、このような統合はすべて人手の介入なしに行われ
ます。ラボのスタッフは、作業の方法や、ソフトウェアの扱い方を変更
する必要はありません。

データへのシングルポイントアクセスにより、分析者はデータインテグリ
ティを損なうことなくコラボレーションに参加し、メソッド展開などの
ワークフローに一貫性のあるプロセスを設けることができます。また、
情報の品質、情報共有、効率を劇的に改善することが可能です。

データ管理をよりスマートに、シンプルに、安全に

すべてのデータ管理のための柔軟性に優れたソリューション

すべての形式の機器データに対応できる、統合され一元化された
幅広いオプションにより、アドホックなデータ管理の限界を克服します。

OpenLab Server

システム管理

OpenLab 
電子コンテンツ管理 XT

安全なストレージ
（アジレント製データシステム）

多言語対応

クラウドストレージ

システム管理

安全なストレージ
（アジレント製および
他社製データシステム）

多言語対応

クラウドストレージ

システム管理

安全なストレージ
（アジレント製および
他社製データシステム）

マルチサイト

他
社
製
品
に
対
応
す
る
た
め
の
拡
張

OpenLab
電子コンテンツ管理
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+EI TIC MS(all) 28_20min+dMRM+Scan_250ppb.D 

Agilent GC/TQ の新しい取り込みモード

ダイナミック MRM スキャン（dMRM/スキャン）同時取り
込み

MassHunter Acquisition ソフトウェアは、ダイナミック 
MRM と同時にスキャン分析が行えます。dMRM によるド
ウェルタイムの短縮に加えて、同時スキャンにより再注入
なしでレトロスペクティブ分析が可能となります。ダイナ
ミック MRM 取り込みモードの詳細については、技術概要
『New Dynamic MRM Mode Improves Data Quality 
and Triple Quad Quantification in Complex Analyses』
（複雑な分析のデータ品質とトリプル四重極定量を向上
する新しいダイナミック MRM モード）（5990-3595EN）
をご覧ください。

QuEChERS ホウレンソウ抽出物の dMRM/スキャン同時取り込みデータは、dMRM と同等の
感度と優れた直線性を示しています。さらに、得られたフルスキャンデータにより、複雑なマト
リックスでも信頼性の高いレトロスペクティブ分析が可能です。

トリガー MRM（tMRM）

tMRM は、スループットを高め、定量情報と定性情報の
両方が得られるデータ依存型の測定モードで、分析コスト
を大幅に削減できます。

各化合物に 2 つの 1 次トランジションを用いた tMRM の例。1 次 MRM シグナルがユーザー定義の閾値を超えると、2 次 MRM トランジションがトリガーされます。

プリカーサ 生成物 CE 1 次 トリガー 閾値
287.9 272.7 15
287.9 92.9 20 X
285.9 270.9 15
285.9 93 25 X X 678,117
285.9 63 45
196.9 168.9 15
125 79 5

124.9 47 15
108.9 78.9 5
78.9 47 10

ターゲット化合物

アバンダンス閾値
678,117 カウント

%20https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/5990-3595en_lo%20CMS.pdf
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Agilent MassHunter ソフトウェアの利点について詳しくは、こちらをご覧ください。

エンドリンとディルドリンは、食品安全性および環境アッセイで一般的にモニタリングされる有機塩素系農薬です。これらの化合物は、低濃度での GC/MS 分析において
課題となる場合があります。7000E における高感度と拡張されたダイナミックレンジの組み合わせは、QUEChERS トウガラシ抽出物中のエンドリン（上）およびディルド
リン（下）の 5 ppb におけるクロマトグラムで実証されています。7000E は、これらの分析困難な化合物に対して、5 ppb～ 5,000 ppb で優れた直線性（R2 > 0.995）
を示しました。

生産性を高めるソリューション
アジレントの農薬および環境汚染物質データベースには、1 化合物あたり複数のトランジ
ションを含む 1,100 以上の化合物と、マトリックスが最適化された 7,500 以上の MRM 
トランジションが収められています。マトリックス干渉を低減し、トリプル四重極 GC/MS 
を最大限に活用する測定メソッドの開発に役立ちます。

すぐに使用可能な eMethod で 
ラボをすばやく万全の状態に 

アジレントの eMethod は、技術情報や最適
化された分析メソッドを、すぐに使用できる
ダウンロード可能なデジタル情報パッケージ
にまとめることで、新規メソッドの開発の
負担を減らすことができます。

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=36991#Cat-621
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サンプルが少量化し、従来よりも活性の高い化合物をより高い信頼性で測定するニーズが
高まり、分析の複雑さが増すにつれ、サンプルの流路の活性によって引き起こされる損失は、
もはや許されないものになっています。得られる結果が疑わしい状況をいくら繰り返したり
確認したりしたところで、貴重なリソースが無駄になるだけです。また、生産性を妨げ、その
影響は収益にまでおよびます。さらに、活性化合物の量がわずかであれば、十分なサンプル
が残っていない可能性があるため、再分析さえできないことがあります。 

不活性な流路の構築により、確実な分析結果を提供

高精度、高感度な GC/MS 分析

アジレントの不活性流路ソリューションでは、化学的な活性が高い環境サンプルの分析や依存
性薬物のスクリーニングなどを高い感度、精度、直線性、再現性で実行できます。詳しくは
こちら
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UltiMetal Plus 金フェラル 
および Ultimate Union

バックフラッシュ：UltiMetal Plus  
金フェラルおよびパージ付きユニオン

イナートプラスイオン源

HydroInert イオン源 
（水素キャリアガス用）

データ

Agilent J&W ウルトライナート GC カラム

ウルトラ 
イナート  GC 
ライナ

ウルトライナート 
ゴールドシール

サンプル

Agilent イナー
トフローパス   
スプリット 
/スプリットレス 
 注入口

セプタム

ガラスウール

不活性処理

リテンションギャップ

フューズドシリカ  
表面

固定 相

ポリイミド外層コーティング GC/MS

GC カラム内部

イオン源

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002672
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002672
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世界で最も信頼性の高いガスクロマトグラフィーシステムをめざして、アジレントは開発を続けています。
業績向上という最も重要な目的を見失うことなく、すべての分析工程においてパフォーマンスを向上させ、
機能を改善するとともに、新たな分析機能を導入しています。

信頼性の高い、優れた GC 分離 

現在から将来の分析ニーズへの対応
Agilent 8890 GC システムは優れた柔軟性を備えています。アジレントの実績ある GC シリーズ
の最新製品として、あらゆるお客様の生産性向上を支援し、高品質データの提供と優れた信頼
性を実現します。

 – あらゆる GC/MS システムとの構成、幅広い GC 検出器オプションとの組み合わせが可能

 –  ヘリウムガス切り替えスイッチにより、キャリアガスのコストを削減

 – GC/MS アナライザは、幅広い特定アプリケーション向けに構成され、工場出荷時のアプリ
ケーションテスト済みのシステムを提供 

ラボの収益拡大に貢献 
Agilent Intuvo 9000 GC は、カテゴリ内で最高クラスの製品です。革新的でコンパクトな設計
に加えて、高速、ダイレクトヒーティング、フェラルフリーフィッティング、ガードチップ技術、トリ
ミング不要カラムなどの特長を備えています。このためカラム交換の時間短縮と回数低減に加
えて、サンプル分析の高速化が実現します。Intuvo は、信頼性と卓越した性能という従来のア
ジレント製品の特長を受け継ぎ、強力な機能を豊富に搭載したコンパクトなシステムです。 

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005473
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006978
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004445
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有害性が疑われる微量濃度の農薬を検出
食品中や環境中の微量濃度の汚染物質に対する懸念から、農薬と農薬残留物の同定および定量のためのより迅速で信頼性の
高いメソッドへの要求が高まっています。近年開発された技術には以下のようなものがあります。

 – ミッドカラムバックフラッシュは、最後の分析対象物がカラムから排出された後にキャリアガスを質量分析計とは逆方向に
逆流させ、サンプルのキャリーオーバーを防ぎます。 

 – パルスドスプリットレス注入法は、注入口から GC カラムへの分析対象物の導入を最大化し、注入口での滞留時間および
分解を最小に低減します。

 – リテンションタイムロッキングにより、新しいカラムや別の GC/MS でも MRM データベースと高い精度で一致するリテン
ションタイムの使用が可能となり、メソッドのメンテナンスが非常に容易になります。

 – Agilent MassHunter 農薬および環境汚染 MRM データベース（P&EP 4）は、1 つの分析対象化合物あたり最大 8 個
の MRM トランジションを含んでおり容易に MRM 測定メソッドを作成できます。データベースには定流量の 20 および 
40 分の GC オーブンプログラムのリテンションタイムが含まれています。

テクナゼンのクロマトグラムで QuEChERS ホウレンソウ抽出物の LOQ レベルが 0.5 ppb となっていることが確認できました。7000E の同時 dMRM/スキャンモードで
測定した結果、高い感度が得られていることを示しています。この dMRM/スキャン取り込みモードで、7000E は 0.5～ 1,000 ppb の範囲にわたり優れた直線性を維持
しました。

アプリケーションの
可能性をさらに拡大
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ターゲット化合物および未知化合物の高感度分析 
同時 dMRM/スキャン取り込みモードを使用することで、同等の感度と直線性を維持できます。このモードの良い
ところは、dMRM でターゲットにしていない化合物も MassHunter Unknowns Analysis で同定できる点です。
さらに、イオン源の過負荷を防止し、レトロスペクティブ分析が可能となります。

ホウレンソウ QuEChERS 抽出物中の 50 ppbアトラジンの同定。同時 dMRM/スキャンモードデータを MassHunter Unknowns Analysis によりクロマトグラフィーデコンボ
リューション（デコンボリューション）処理して得られました。

アトラジンの RT で見つかった成分のデコンボリュートしたスペクトルと、ライブラリの
リファレンススペクトルを反転させたものを比較して示します。デコンボリューション
プロセスにより、干渉イオンを除去して、高品質のライブラリ一致スコアが得られました。
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PCB は長年にわたり、電気機器の絶縁油、熱交換器の熱媒体として広く使用されていました。
しかし、環境毒性を持つことが確認され、残留性有機汚染物質に分類されました。PCB は、広範
囲での使用と環境中での残留性により、特に水源や土壌など、現在も環境中に存在します。GC/
TQ は、特に複雑なマトリックス中の PCB 化合物の定量に有用です。 
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ポリ塩化ビフェニル（PCB）の一般的な化学構造
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広いダイナミックレンジで複雑な PCB を分析

7000E（3 mm および 9 mm エクストラクタレンズ）による 2,2,',4,4'-テトラクロロビフェニルの検量線は、広いダイナミック
レンジにわたり優れた直線性（R2 > 0.995）を示しており、ターゲットの濃度範囲において PCB 分析のニーズに柔軟に
対応することができます。 

7000E （3 mm エクストラクタレンズ）： 
0.01～ 500 ppb

7000E （9 mm エクストラクタレンズ）： 
0.5～ 10,000 ppb
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多感芳香族炭化水素（PAH）は至る所に存在しており、海産物、食用油、燻製肉など多くの
食品で微量汚染物質としてモニタリングされます。また、空気、水、および土壌でもモニタ
リングされます。 

通常、GC/TQ のキャリアガスにはヘリウムが使用されます。しかし、このアプリケーション
では水素での代用が可能で、分析時間の短縮や分離能の向上などのメリットが得られます。
Agilent HydroInert イオン源を組み合わせた Agilent 7000E GC/TQ は、ヘリウムに匹敵
する優れた感度、分離能、スループットを実現できます。また、価格が上昇しているヘリウム
を使用することなく、イオン源の影響を大幅に低減できます。

+EI TIC MRM (** - > **) 13_cal_10 ppb_2g Matrix_2uL.D

Counts vs. acquisition time (min)
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微量汚染物質の分析における
水素キャリアガスの適用

すべての EU PAH 化合物に対し、7000E および 
HydroInert イオン源は広いダイナミックレンジに
わたり優れた直線性を示しました。

新しい HydroInert イオン源を搭載した 7000E は、
この PAH 分析で水素キャリアガスを使用できます。
この EU PAH 分析では、EU の規制対象となってい
る 10 ppb の PAH 分析対象物を乳児用調製乳抽
出物にスパイクし、HydroInert 搭載 7000E で測
定しました。対象のすべての異性体がクロマトグラ
フィー分離され、優れたピーク形状が得られました。
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排出量ネットゼロへのコミットメント
アジレントは創立以来、消費電力、廃棄物、水、CO2 排出の削減に
取り組んできました。そして今、さらに歩みを進めようとしています。
2050 年までに、温室効果ガスの排出量ネットゼロを達成することを発
表します。ネットゼロに向けたアジレントの包括的なアプローチには、
パリ協定の気候変動目標、明確に定義された中間目標、Science Based 
Targets イニシアティブへの取り組みなどがあります。

詳しくはニュースリリースをご覧ください.

持続可能性とビジネスの成功のためのパートナーシップ 

持続可能という考え方により、製品、プロセス、サプライチェーンに対する研究者、科学者、メーカーのアプ
ローチが変化しています。しかし、ラボにとって、継続的にワークフローを最適化しコストを抑制しつつ、環境
への影響を低減することは容易ではありません。

アジレントは、効率、生産性、持続可能性が相互に関連していると考えています。

持続可能性への取り組みは、アジレントの事業運営とお客様の課題への対応において不可欠な要素です。
アジレントは協力して、ラボがサステナビリティの目標を達成し、結果を出し続け、精度を維持し、競争力を
維持するのを支援します。 

My Green Lab とのパートナーシップ
アジレントは My Green Lab と協力し、ACT ラベル（Accountability 
= 説明責任、Consistency = 整合性、Transparency = 透明性）の取
得に向けて、自社の機器の独立監査を受けています。ACT ラベルは、
製品とそのパッケージの製造、使用、廃棄による環境への影響に関する
情報を提供し、購入者が情報に基づいて持続可能な選択をできるように
するものです。Agilent 7000E、7010D、5977C、8860、8890、Intuvo 
9000 システムは総合的に評価され、ACT ラベルを獲得しました。 

My Green Lab の詳細はこちら 

https://www.agilent.com/newsjp/presrel/fy2022/ca02_netzero.shtml
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007779
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サービスとサポートを支える人材 
CrossLab のサービスエンジニアが特別な理由

10 年
機器修理の平均経験年数

30,000 
技術スタッフのトレーニング日数 

96 % 
すぐに調達できる部品の割合 

> 1,850 
全世界の 
フィールドサービスエンジニア数

数百万種類 
全世界の物流センターでそろう 
部品の数

50+ 
対応可能な 
技術プラットフォーム

85 % 
初回訪問で 
修理が終わる割合

1～ 2 日
優先サービスの連絡から 
修理完了までの通常のスピード

Agilent CrossLab サービス

Agilent CrossLab は、サービスと消耗品を統合することで、お客様のワークフローをサポートし、
生産性や運用効率の向上を実現するためのお手伝いをさせていただきます。あらゆる場面で「見え
ない価値」を提供し、お客様の目標達成を支援します。メソッドの最適化とトレーニングからラボ全体
の移設と運用分析までの幅広い製品とサービスを提供することにより、お客様が機器とラボを管理
して最高の性能を実現できるようお手伝いをさせていただきます。 

CrossLab の詳細については、ホームページをご覧ください。

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007698


10 年間の価値を保証 
アジレントは、品質システム設計および製造に関して、比類のない業界水準を誇っています。アジレント
バリュープロミスには、その信頼性の高さが反映されています。 

アジレントバリュープロミスは、アジレントのクロマトグラフィー、質量分析計、分光光度計などの製品
のご購入日から 10 年間、製品の性能を保証するもので、アップグレードの際には製品の残存価値に
見合った導入プランをご提案します。投資による利益を最大限に高めながら、システムを変わらぬ価値で
末永くご利用いただけます。

ホームページ
www.agilent.com/chem/jp

カストマコンタクトセンタ
0120-477-111 
email_japan@agilent.com

本製品は一般的な実験用途での使用を想定しており、
医薬品医療機器等法に基づく登録を行っておりません。
本文書に記載の情報、説明、製品仕様等は予告なしに
変更されることがあります。 
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